
二
〇
二
四
年
三
月
二
〇
日
に
第

八
回
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

二
日
前
の
強
風
が
残
る
な
か
、

天
候
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
風
は

小
康
状
態
で
、
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。出席

者
は
、
小
林
俊
夫
、
斎
藤

敬
子
、
平
塚
一
明
、
高
野
翔
吾
、

荻
野
峻
宏
、
山
本
広
、
松
橋
秀

和
、
山
本
正
裕
（
敬
称
省
略
）

〇
高
野
さ
ん
、
カ
ナ
ダ
、
北

米
へ
ロ
ン
グ
タ
イ
ム
・
ト
レ

イ
ル

勉
強
会
終
了
後
、
高
野
翔
吾

さ
ん
か
ら
「
四
月
か
ら
、
一
年

間
ほ
ど
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
利
用
し
て
カ
ナ
ダ
、
北
米
へ

行
っ
て
き
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。
会
員
の
皆
さ
ん
と
は
、
身

体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
な
ど
、
し

ば
し
の
別
れ
の
言
葉
を
交
わ
し

て
い
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
を
自
ら
手
掛
け

て
い
た
家
は
そ
の
ま
ま
に
あ
る

の
で
、
き
っ
と
良
い
経
験
を
し
、

何
か
を
つ
か
ま
え
て
弟
子
屈
に

帰
っ
て
来
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

〇
『
阿
寒
国
立
公
園
の
三
恩
人

プ
ラ
ス
』
出
版
さ
れ
る

前
回
の
例
会
で
松
橋
さ
ん
か

ら
紹
介
の
あ
っ
た
『
阿
寒
国
立

公
園
の
三
恩
人
プ
ラ
ス
』
が
完

成
し
た
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
本
は
町
内
、
釧
路
市
内

の
書
店
や
全
道
の
コ
ー
チ
ャ
ン

フ
ォ
ー
で
も
販
売
す
る
と
の
こ

と
で
す
。
松
橋
さ
ん
は
「
今
年
、

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
が
指
定
さ

れ
て
九
〇
周
年
を
迎
え
る
。
百

周
年
に
向
け
て
国
立
公
園
の
原

点
を
考
え
る
た
め
の
最
良
の
書
」

で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

演
題

「
松
浦
武
四
郎
さ
ん
の
屈
斜
路

コ
タ
ン
滞
在
記

-

現
代
の
武
四
郎
さ
ん
と
イ

ソ
リ
ツ
カ
ラ
の
心
友
物
語
を
添

え
て
」

講
師-

斎
藤
敬
子
さ
ん

冒
頭
、
斎
藤
さ
ん
か
ら
「
前

回
の
勉
強
会
に
来
ら
れ
な
か
っ

た
方
は
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
ほ

と
ん
ど
内
容
が
進
ん
で
お
り
ま

せ
ん
」
と
あ
り
、
郷
土
研
の
勉

強
会
は
、
講
師
の
話
に
会
員
か

ら
追
加
情
報
や
感
想
、
質
問
が

次
々
と
繰
り
出
し
、
な
か
な
か

進
ま
な
い
の
が
常
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
も
武
四
郎
さ
ん
の
旅
の

整
え
な
ど
で
話
し
が
盛
り
あ
が
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
良
い
の
か

悪
い
の
か
解
り
ま
せ
ん
が
、
勉

強
会
で
す
か
ら
良
し
と
し
ま
し
ょ

う
か
。
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第
８
回
月
例
会

会
員
の
動
き

勉
強
会

高野さん（中央）と暫しの別れを惜しむ

斎
藤
さ
ん
の
演
題
レ
ジ
ュ
メ

今
回
は
（
２
）
の
途
中
ま
で



次
回
の
例
会
は
、
令
和
六
年

度
の
総
会
と
し
ま
す
。
提
案
す

る
議
題
等
は
事
前
に
送
信
（
送

付
）
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認

さ
れ
、
活
動
計
画
に
提
案
等
を

考
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。

日

時
四
月
二
四
日

一
九
：
〇
〇

場

所
公
民
館
・
研
修
室

（
会
場
が
例
会
と
変
わ
り
ま
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

総
会
終
了
後
は
勉
強
会
を
斎
藤

敬
子
さ
ん
の
続
き
の
講
演
と
し

ま
す
。

演
題

「
松
浦
武
四
郎
さ
ん
の
屈
斜
路

コ
タ
ン
滞
在
記

-

現
代
の
武
四
郎
さ
ん
と
イ
ソ

リ
ツ
カ
ラ
の
心
友
物
語
を
添
え

て
」
レ
ジ
ュ
メ
（
２
）
か
ら
引

き
続
き
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
（
北

海
道

弟
子
屈
温
泉
）
弟
子
屈

よ
り
阿
寒
に
通
ず
る
殖
民
道
路

と
廣
袤
十
數
里
に
亘
る
未
墾
原

野
」
と
あ
り
ま
す
。

（
※
廣
袤-

こ
う
ぼ
う
。
土
地
の

広
さ
。
廣
は
東
西
、
袤
は
南
北

の
土
地
の
広
が
り
）

国
道
二
四
一
号
の
現
在
の
弟
子

屈
消
防
署
（
旧
弟
子
屈
遊
覧
飛

行
場
）
附
近
か
ら
阿
寒
湖
方
面

を
視
た
写
真
で
し
ょ
う
か
？

奥
春
別
に
は
、
明
治
三
十
二
年

に
富
山
県
か
ら
第
一
次
移
民
と

し
て
射
水
郡
か
ら
二
九
戸
が
𫟰

別
川
沿
い
に
土
地
が
割
り
当
て

ら
れ
、
開
墾
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
殖
民
道
路
も
標
茶
に
あ
っ

た
釧
路
集
治
監
の
囚
人
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
、
後
に

こ
の
道
路
の
先
か
ら
永
山
在
兼

の
指
揮
で
阿
寒
横
断
道
路
が
開

削
さ
れ
ま
し
た
。
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